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大学野球選手を対象とした無侵襲非観血型測定装置
によるヘモグロビン濃度の継続的測定結果

































Result of in continuous measurement of hemoglobin concentration in college baseball players  












　1）測定期間中の被検者 18人におけるヘモグロビン濃度の最大値は 16.7g/dl，最小値は 11.7g/dlを認めた。
　2 ）測定期間中に貧血傾向を認めなかった被検者は 8人（44.4％）いた。その一方で，貧血傾向を 7回中 4回に認めた被検者は 2
人（11.1％）いた。
　3 ）18人のヘモグロビン濃度の平均値は 1回目から 7回目に向けて緩やかに増加する傾向がみられたが，この時系列的変化に有
意差は認められなかった。
　4 ）ヘモグロビン濃度が 13.0g/dl未満の被検者は 1回目の測定では 5人（27.8％）であったが，2回目，4回目，6回目のそれは
2人（11.1％）に減少し，7回目は 1人（5.6％）になった。




























































ずれも 5 %未満とした。      
Ⅲ．結果







1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 平均値 標準偏差 最大値 最小値 変動率 貧血回数 出現率
A 13.3 13.8 15.6 13.6 15.3 16.7 14.8 14.7 1.14 16.7 13.3 25.6% 0 0.0%
B 13.7 13.6 13.6 13.6 12.9 ▼ 12.7 ▼ 12.2 ▼ 13.2 0.54 13.7 12.2 12.3% 3 42.9%
C 14.5 13.2 12.9 ▼ 13.7 13.8 13.9 13.2 13.6 0.50 14.5 12.9 12.4% 1 14.3%
D 13.6 12.9 ▼ 12.5 ▼ 12.6 ▼ 12.9 ▼ 14.0 13.1 13.1 0.50 14.0 12.5 12.0% 4 57.1%
E 12.7 ▼ 13.0 13.2 13.9 13.3 13.2 14.4 13.4 0.53 14.4 12.7 13.4% 1 14.3%
F 12.8 ▼ 14.4 13.5 13.5 12.5 ▼ 13.9 13.6 13.5 0.59 14.4 12.5 15.2% 2 28.6%
G 12.4 ▼ 11.7 ▼ 11.7 ▼ 11.8 ▼ 13.8 13.7 13.8 12.7 0.95 13.8 11.7 17.9% 4 57.1%
H 14.3 14.1 14.2 13.6 13.6 13.9 13.6 13.9 0.28 14.3 13.6 5.1% 0 0.0%
I 13.3 13.2 13.6 13.4 11.8 ▼ 12.5 ▼ 13.1 13.0 0.58 13.6 11.8 15.3% 2 28.6%
J 14.5 13.4 13.4 15.5 14.4 14.3 14.8 14.3 0.69 15.5 13.4 15.7% 0 0.0%
K 13.8 13.6 12.7 ▼ 13.7 13.8 14.2 13.5 13.6 0.43 14.2 12.7 11.8% 1 14.3%
L 14.0 15.4 14.8 14.9 15.5 16.1 15.8 15.2 0.65 16.1 14.0 15.0% 0 0.0%
M 14.2 13.2 13.3 13.4 14.3 14.5 14.8 14.0 0.60 14.8 13.2 12.1% 0 0.0%
N 14.5 14.1 14.8 14.8 13.7 13.4 13.6 14.1 0.54 14.8 13.4 10.4% 0 0.0%
O 14.2 14.8 14.3 13.9 14.0 14.3 13.6 14.2 0.35 14.8 13.6 8.8% 0 0.0%
P 12.7 ▼ 13.6 12.9 ▼ 13.4 13.8 13.8 14.1 13.5 0.47 14.1 12.7 11.0% 1 14.3%
Q 14.2 14.8 14.7 13.7 15.2 14.5 14.6 14.5 0.44 15.2 13.7 10.9% 0 0.0%
R 12.8 ▼ 13.9 13.7 13.2 14.0 12.7 ▼ 14.6 13.6 0.64 14.6 12.7 15.0% 1 14.3%
平均値 13.6 13.7 13.6 13.7 13.8 14.0 14.0
標準偏差 0.70 0.82 0.94 0.79 0.92 1.03 0.83
貧血人数 5 2 4 2 4 3 1























検者 Q（14.5±0.44g/dl）の 4 人（図 1-2，1-3，1-4，1-5，1-6，
1-7）に認められ，被検者 Aは 7回の測定値のうち 3回で，被
検者 Lは 4回で 15g/dl以上であり，最大値は被検者 Aの
16.7g/dl（図 1-6）であった。この 4人の各測定値には 13.0g/
dl未満の値を一度も認めなかった。
　13.0g/dl未満の値を測定期間中に一度でも認めた被検者が
10人いた（図 1-1－ 1-7）。このうち，平均値が 13.1±0.5g/dl
の被検者 Dおよび 12.7±0.95g/dlの被検者 Gは 7回中 4回の
測定値において貧血傾向が認められ，13.2±0.54g/dlの被検者
Bは 3回の測定値にそれが認められた。最小値の 11.7g/dlは




人（27.8％）いた。測定 2 回目では被検者 D，G の 2 人
（11.1％）に減少し，3 回目は被検者 C，D，G，K の 4 人
（22.2％）に増加，4回目は 2回目と同じ被検者 D，Gの 2人
（11.1％）に減少，5回目は B，D，F，Iの 4人（22.2％）に増
表 2．１回目のヘモグロビン濃度の値を基準にした各回の増減率
1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 平均値 標準偏差
A 0.0 3.8 17.3 2.3 15.0 25.6 11.3 10.7 8.6
B 0.0 -0.7 -0.7 -0.7 -5.8 -7.3 -10.9 -3.8 4.0
C 0.0 -9.0 -11.0 -5.5 -4.8 -4.1 -9.0 -6.2 3.5
D 0.0 -5.1 -8.1 -7.4 -5.1 2.9 -3.7 -3.8 3.7
E 0.0 2.4 3.9 9.4 4.7 3.9 13.4 5.4 4.2
F 0.0 12.5 5.5 5.5 -2.3 8.6 6.2 5.1 4.6
G 0.0 -5.6 -5.6 -4.8 11.3 10.5 11.3 2.4 7.7
H 0.0 -1.4 -0.7 -4.9 -4.9 -2.8 -4.9 -2.8 2.0
I 0.0 -0.8 2.3 0.8 -11.3 -6.0 -1.5 -2.4 4.4
J 0.0 -7.6 -7.6 6.9 -0.7 -1.4 2.1 -1.2 4.8
K 0.0 -1.4 -8.0 -0.7 0.0 2.9 -2.2 -1.3 3.1
L 0.0 10.0 5.7 6.4 10.7 15.0 12.9 8.7 4.7
M 0.0 -7.0 -6.3 -5.6 0.7 2.1 4.2 -1.7 4.2
N 0.0 -2.8 2.1 2.1 -5.5 -7.6 -6.2 -2.6 3.7
O 0.0 4.2 0.7 -2.1 -1.4 0.7 -4.2 -0.3 2.5
P 0.0 7.1 1.6 5.5 8.7 8.7 11.0 6.1 3.7
Q 0.0 4.2 3.5 -3.5 7.0 2.1 2.8 2.3 3.1
R 0.0 8.6 7.0 3.1 9.4 -0.8 14.1 5.9 5.0
平均値 0.0 0.6 0.1 0.4 1.4 2.9 2.6



































の 5人であった。この 5人の 1回目の測定値に対する増減率
は，被検者 Gを除き測定 2回目以降に増加傾向を示した。た
だし，被検者 Gも 5回目以降は正の増減率を示した。また，
被検者 Fは 5回目で，被検者 Rは 6回目に一度だけ負の増減
率を示した。5人の増減率の平均値は 2回目 5.0±6.2%，3回目
2.5±4.4%，4回目 3.7±4.7%，5回目 6.3±4.8%，6回目 6.2±4.1%，7
回目 11.2±2.7%であり正の増加傾向がみられた。
　被検者 18人の各回平均値を時系列的に示した図 2において，












































した Hb 濃度は，トレーニング前 13.7±7.7g/dlで貧血出現率は













































　一方，小林ほか（1981）がプロ野球選手 54 人（25.6±0.6 歳）
を対象に行った研究では，採血法による Hb 濃度は 15.1±0.1g/
dlであった。この研究では標準範囲とした 14.0g/dl未満の貧
血傾向は 9.3％の 5 人だった。約 40年前のこの基準に合わせ
た場合，本研究では一度でも 14.0g/dl 未満になった者は 17 人
の 94.4％であり，最も多かった 4回目は 15人（83.3％），最も
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